
速報速報速報速報！！！！
進路状況進路状況進路状況進路状況
(２月２６日現在)

６６６６６６６６回生大健闘回生大健闘回生大健闘回生大健闘！！！！！！！！！！！！
◎ 国公立大学：推薦・ＡＯのみ 計１０名
九州大学 医学部 １名

理学部 １名
広島大学 総合科学部 １名
熊本大学 文学部 １名

工学部 １名
佐賀大学 経済学部 ２名

農学部 １名
福岡女子大学 国際文理学部 ２名

◎ 準大学 計 １３名
防衛大学校 （一次合格）（最終合格）
人文・社会科学専攻 ９名 １名
理工学専攻 ２８名 １１名
国立看護大学校 １名

◎ 私立大学：２８７名（推薦・ＡＯ含む）
早稲田大学 中央大学 東京理科大学
明治大学 駒澤大学 東京農業大学
日本大学 國學院大学 龍谷大学
関西大学 関西学院大学 同志社大学
立命館大学 近畿大学 中村学園大学
西南学院大学 福岡大学 久留米大学
筑紫女学園大学 福岡女学院大学

◎ 短期大学 計８名

中村学園大学短大部など 全７校

◎ 専門学校 計２６名

医療系専門、公務員専門など全１８校

◎ 公務員(最終合格) のべ１８名
国家一般 １名 久留米市消防 １名
筑後市職 １名 八女地区消防 １名
八女市職 １名 福岡県警 ３名
海上保安学校 ２名 熊本県警 ２名

◎ 自衛隊関係
一般曹候補生 ３名 自衛官候補生３名

平成平成平成平成２５２５２５２５年度学校表彰年度学校表彰年度学校表彰年度学校表彰平成平成平成平成２５２５２５２５年度学校表彰年度学校表彰年度学校表彰年度学校表彰 「「「「八女高大賞八女高大賞八女高大賞八女高大賞」」」」１１１１名他名他名他名他「「「「八女高大賞八女高大賞八女高大賞八女高大賞」」」」１１１１名他名他名他名他
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福岡県立八女高等学校

校 長 大坪 秀美

編 集 企画広報課

【本号の内容】

祝卒業祝卒業祝卒業祝卒業６６６６６６６６回生回生回生回生

・学校表彰 ・ＯＢ紹介

・６６回生進路状況

・スキー研修 ・寒稽古

・創作ダンス発表会

・部活動報告・立志源泉録

「「「「第第第第６６６６６６６６回卒業生同窓会新評議員回卒業生同窓会新評議員回卒業生同窓会新評議員回卒業生同窓会新評議員」」」」

樋口 直希(黒木中出身)樋口 直希(黒木中出身)樋口 直希(黒木中出身)樋口 直希(黒木中出身)
江田 佳菜子(羽犬塚中出身)江田 佳菜子(羽犬塚中出身)江田 佳菜子(羽犬塚中出身)江田 佳菜子(羽犬塚中出身)

30年後の大同窓会のお世話など、これから
は同窓生の一員として、母校八女高校を卒業
生の皆様方と一緒に支える立場になりす。先
輩方皆様の御指導、よろしくお願いします。

＜＜＜＜シリーズシリーズシリーズシリーズ OBOBOBOB紹介(第紹介(第紹介(第紹介(第８８８８回)回)回)回)＞＞＞＞

重松五郎
し げ ま つ ご ろ う

西日本鉄道代表取締役副社長
福岡駅開発本部長
福岡国際ビジネスカレッヂ理事長
福岡日米協会会長

★プロフィール
昭和25年 高２回卒業
昭和30年 長崎大学卒業

西日本鉄道（株）入社
平成元年 専務取締役就任

福岡駅開発本部長就任
平成７年 代表取締役副社長就任

福岡国際ビジネスカレッジ理事長就任
平成12年 福岡日米協会会長就任
平成17年 退任

われわれの中学、高校時代は、アメリカの六三制の導
入、男女共学は高校二年から実施と、全くの混乱期であ
った。一方就職事情は今の比ではなく、日本の経済はア
メリカの空爆により完膚なきまでに破壊され、一面の焼
野原から立ち直り始めたばかりで、満足に就職出来た人
は半数に満たなかった。それがやがて訪れる高度成長期
に、一挙に救われることとなったのである。
私は運よく西日本鉄道（株）に就職出来た。３０倍以

上であった。入社後の半年間は、路面電車の車掌であっ
た。早朝深夜の勤務よりも、車掌を一人前の人間として
認めない差別感の方が辛かった。かくして約半世紀勤め
る事となった。
思い起こせばいろいろあるが、何と言っても、最後の

１０年間、本部長を勤めた「福岡駅地区再開発事業」、
別名、「ソラリア開発」である。西日本随一の商業地福
岡天神を、福岡駅大改造を期に再開発しようと１０年間
かけた一千億円の大事業であった。
この間、痛切に思ったのは、どんなに大きな仕事でも、

分解してみれば、小さな作業の集積である。それを任さ
れた人が、誠心誠意完璧に仕上げるということから出来
上るということであった。千丈の堤も蟻の一穴から崩れ
るというではないか。
つい教訓めいてしまったが、よい機会であるので、こ

れから社会に出る諸君にひとこと。決して与えられた仕
事から逃げるな。逃げてばかりいれば、やがて誰からも
相手にされぬ負け犬になってしまう、ということだ。

熊谷 弘
く ま が い ひろし

指揮者
コンサートプロデュース
ミュージックディレクター

★プロフィール
昭和26年 高３回卒業
昭和32年 日本フィルハーモニー交響楽団入団

打楽器奏者
昭和45年 日本フィル特別演奏会にて指揮者として

デビュー、その後独立
昭和54年 「日本の音楽展」を開始

第６回中島健蔵記念音楽賞優秀賞受賞
平成10年 「日本の音楽展・作曲賞」を設立
平成25年 「第九と皇帝」公演３３年目を迎える

高校時代、音楽に興味を持っていた私は、仲間たち
と音楽部を結成し、ささやかに活動を展開していたが、
高２の時、音楽担当の大坪静子先生が赴任され、私達
の活動は熱気を帯びた。昭和２４年、九州行幸の折、
羽犬塚中学校のグラウンドに特設されていた奉迎台に
昭和天皇をお迎えし、音楽部の仲間達と、君が代を歌
い演奏させていただいたことは、夢のような体験であ
った。大坪先生には、音楽の基礎と素晴らしさを学び、
そして先生の優しいお人柄に魅せられ、全く未知の世
界であった音楽家への道を志す決心をした。

あれから６０年余り、創立百周年を迎え、この記念
すべき年に、八女高の私の先輩である詩人、川崎洋氏
の詩に曲を付け、母校の応援歌「捲き起る風」を完成
させ「栄光とともに」と併せて発表できたのは、私に
とって最上の喜びであり、関係者諸氏のご厚情に心よ
り感謝している。

人の心の豊かさを求め、長年に亘り指揮者の仕事に
携わってきた私は、八女高時代にその原点を見る事が
出来る。心の奥に大切にしている、共に遊び、共に励
まし合った音楽部の仲間達、そして私達を導いて下さ
った恩師、母校よ、ありがとう！

毎年繰返す"第九"の演奏は、自己を再認識し、量り
知れない音楽の奥の深さを体験し、未知の世界に向か
って進む出発点でもある。大勢の仲間達と共にベート
ーベンの崇高な世界に踏み入ることの出来る幸せに感
謝し、永遠の理想郷に心身を捧げつつ、"第九交響曲"
を演奏したいと思う。今年１１月９日、「サザンクス筑
後開館２０周年記念演奏会」で演奏予定である。

「「「「泉泉泉泉がががが丘賞丘賞丘賞丘賞」(」(」(」(３３３３名)名)名)名)
「泉が丘賞」は九州大会以上に出場し、本校の活性化に寄与した

生徒、また教育委員会や文部科学省が主催または後援する各種大会
や研究発表会等において、入賞等の顕著な功績があった生徒、また
特別活動やボランティア活動等において顕著な功績があった生徒に贈
られます。

赤尾 光彦(南中出身) 生徒会総務赤尾 光彦(南中出身) 生徒会総務赤尾 光彦(南中出身) 生徒会総務赤尾 光彦(南中出身) 生徒会総務
今回、この賞を受賞させていただきとても光栄で

す。私は、生徒会総務を務めていましたが、皆さん
の支えがあったからこそ、最後まで職を全うするこ
とができました。今まで、皆さんと協力して、様々
な行事に携われたことを誇りに思います。１･２年
生も八女高校の更なる発展を目指してがんばってく
ださい。

島﨑 衿菜(福島中出身) 水泳部 九州大会出場島﨑 衿菜(福島中出身) 水泳部 九州大会出場島﨑 衿菜(福島中出身) 水泳部 九州大会出場島﨑 衿菜(福島中出身) 水泳部 九州大会出場
八女高校で水泳を頑張ってきた３年間がこのよう

な賞に繋がり、とても嬉しいです。私は目標にして
いたところまで結果を出すことはできませんでし
た。しかし、今まで頑張ってきたことや思いがこの
ような形で賞をいただくことになり、うれしく思い
ます。

寺松 翼(三潴中出身) 学校応援団 応援団長寺松 翼(三潴中出身) 学校応援団 応援団長寺松 翼(三潴中出身) 学校応援団 応援団長寺松 翼(三潴中出身) 学校応援団 応援団長
このような賞をいただくことができて、とても嬉し

く思います。少し頼りない団長だったと思いますが、
多くの先生方や仲間の支えのおかげで最後までやり抜
くことができました。厳しい応援団の活動を通して学
んだことをこれからの人生に生かしていきます。これ
からの応援団の健闘と八女高校がよりよくなることを
願っています。

「「「「八女高大賞八女高大賞八女高大賞八女高大賞」(」(」(」(１１１１名)名)名)名)
「八女高大賞」は学業成績が特に優秀であり、全国的にも

優れた成績を収めた生徒、また全国大会に出場し、顕著な成
績を収めた生徒に贈られます。

楠 充功(黒木中出身楠 充功(黒木中出身楠 充功(黒木中出身楠 充功(黒木中出身））））

◎◎◎◎全国高等学校総合体育大会福岡県大会全国高等学校総合体育大会福岡県大会全国高等学校総合体育大会福岡県大会全国高等学校総合体育大会福岡県大会
男子個人 優勝男子個人 優勝男子個人 優勝男子個人 優勝

◎◎◎◎第第第第６０６０６０６０回全国高等学校剣道大会出場回全国高等学校剣道大会出場回全国高等学校剣道大会出場回全国高等学校剣道大会出場

今回、八女高大賞というすばらしい
賞を頂きとても感謝しています。私が
全国大会に出場できたのは、今まで剣
道の指導をして頂いた畑江先生をはじ
め、八女高校の多くの先生方や先輩、

友達など周りの応援や支えがあったからだと思っています。
また、進路も第一志望に決定することができ、本当に八女
高校でよかったと思っています。応援し支えてくださった
全ての方々に感謝したいです。

「「「「３３３３年間皆勤賞年間皆勤賞年間皆勤賞年間皆勤賞」」」」(７１(７１(７１(７１名)名)名)名)
＜代表者＞ 井手 新平(黒木中出身)井手 新平(黒木中出身)井手 新平(黒木中出身)井手 新平(黒木中出身)

私が３年間皆勤することが出来たのは、いつ
も支えてくれた周りの方々のおかげだと思いま
す。八女高校までの道のりは遠く、毎日朝早く
家をでることはとても大変でした。しかし毎朝
送り出してくれる親、学校で熱心に指導して下
さる先生方の協力もあり、３年間皆勤すること
が出来ました。ありがとうございました。

「「「「１１１１年間皆勤賞年間皆勤賞年間皆勤賞年間皆勤賞」」」」(７４(７４(７４(７４名)名)名)名)
＜代表者＞ 角 武有喜(筑後中出身)角 武有喜(筑後中出身)角 武有喜(筑後中出身)角 武有喜(筑後中出身)

八女高校で過ごした３年間はとても充実した
ものでした。こうして皆勤賞をいただけたのも
毎日朝早くから学校に登校し、放課後も７時ま
で残って勉強する規則正しい生活を定着させる
ことができたからだと思います。ありがとう！
八女高校！

いずれも無遅刻･無欠席･無早退･無欠課の生徒に贈られます。



部活動報告
祝 全国大会出場決定祝 全国大会出場決定祝 全国大会出場決定祝 全国大会出場決定
◎◎◎◎弁論部弁論部弁論部弁論部
平成平成平成平成２６２６２６２６年全国高等学校総合文化祭(茨城大会)年全国高等学校総合文化祭(茨城大会)年全国高等学校総合文化祭(茨城大会)年全国高等学校総合文化祭(茨城大会)
溝上 賢史郎 (溝上 賢史郎 (溝上 賢史郎 (溝上 賢史郎 (１１１１年 東山中出身)年 東山中出身)年 東山中出身)年 東山中出身)

祝 県大会入賞祝 県大会入賞祝 県大会入賞祝 県大会入賞
◎◎◎◎卓球部卓球部卓球部卓球部
全国高等学校選抜卓球大会福岡県予選全国高等学校選抜卓球大会福岡県予選全国高等学校選抜卓球大会福岡県予選全国高等学校選抜卓球大会福岡県予選
第第第第３３３３位 岡山 結季乃 (位 岡山 結季乃 (位 岡山 結季乃 (位 岡山 結季乃 (１１１１年 瀬高中出身)年 瀬高中出身)年 瀬高中出身)年 瀬高中出身)

◎◎◎◎柔道部柔道部柔道部柔道部 県大会出場県大会出場県大会出場県大会出場
第第第第２０２０２０２０回福岡県高等学校柔道新人大会南部回福岡県高等学校柔道新人大会南部回福岡県高等学校柔道新人大会南部回福岡県高等学校柔道新人大会南部ブロックブロックブロックブロック予選会予選会予選会予選会
女子団体 第女子団体 第女子団体 第女子団体 第４４４４位位位位
女子個人 第女子個人 第女子個人 第女子個人 第４４４４位 佐々木 玉緒 (位 佐々木 玉緒 (位 佐々木 玉緒 (位 佐々木 玉緒 (１１１１年 羽犬塚中出身)年 羽犬塚中出身)年 羽犬塚中出身)年 羽犬塚中出身)

◎◎◎◎平成平成平成平成２５２５２５２５年度第年度第年度第年度第１５１５１５１５回高校生回高校生回高校生回高校生 ◎◎◎◎硬式硬式硬式硬式テニステニステニステニス部部部部
小論文小論文小論文小論文コンクールコンクールコンクールコンクール 第第第第１１１１回筑後回筑後回筑後回筑後ジュニアテニスジュニアテニスジュニアテニスジュニアテニス団体戦団体戦団体戦団体戦
奨励賞 冨久 奈々 優勝 杉本 和音(奨励賞 冨久 奈々 優勝 杉本 和音(奨励賞 冨久 奈々 優勝 杉本 和音(奨励賞 冨久 奈々 優勝 杉本 和音(１１１１年 羽犬塚中出身)年 羽犬塚中出身)年 羽犬塚中出身)年 羽犬塚中出身)

(１(１(１(１年 筑後北中出身) 葉玉 晃太郎(年 筑後北中出身) 葉玉 晃太郎(年 筑後北中出身) 葉玉 晃太郎(年 筑後北中出身) 葉玉 晃太郎(１１１１年 羽犬塚中出身)年 羽犬塚中出身)年 羽犬塚中出身)年 羽犬塚中出身)
八女高等学校八女高等学校八女高等学校八女高等学校はははは 平野 誠(平野 誠(平野 誠(平野 誠(１１１１年 筑後北中出身)年 筑後北中出身)年 筑後北中出身)年 筑後北中出身)
学校賞学校賞学校賞学校賞をををを受賞受賞受賞受賞しましたしましたしましたしました

第第第第２２２２学年学年学年学年スキースキースキースキー研修研修研修研修 平成２６年１月９日（木）～１２日（日）

北海道札幌テイネスキー場で３泊４日のスキー研修を行いました。最初は滑
れるかどうか不安だったスキーも一生懸命練習し、３日目にはほとんどの生徒
が上達し楽しく滑りました。友との絆も深まり、忘れられない最高の思い出に
なりました。
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が
掴
め

ま
せ
ん
で
し
た
。
本
当
に
上
手
く
滑
れ
る
よ

う
に
な
る
か
不
安
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

分
得
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
班

の
友
達
の
温
か
さ
で
す
。
手
を
差
し
伸
べ
て

く
れ
る
友
人
、
遅
れ
て
い
る
と
一
人
待
っ
て

く
れ
た
友
人
、
今
ま
で
そ
ん
な
に
仲
が
良
か

っ
た
わ
け
で
な
く
て
も
、
ぐ
っ
と
距
離
が
近

く
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
友
人
や
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
さ
ん

の
丁
寧
な
指
導
も
あ
り
、
二
日
目
、
三
日
目

に
は
楽
し
く
滑
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

結
果
、
最
後
ま
で
数
え
切
れ
な
い
程
転
び
ま

し
た
が
、
諦
め
ず
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
の
大

切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
私

た
ち
と
全
く
異
な
る
自
然
環
境
の
中
で
生
き

る
人
々
な
ら
で
は
の
工
夫
や
習
慣
を
知
る
こ

と
が
で
き
、
と
て
も
充
実
し
た
旅
行
で
し
た
。

辺
り
一
面
の
銀
世
界
を
目
の
あ
た
り
に
し
、

雪
の
上
に
寝
転
が
っ
て
み
た
時
は
、
本
当
に

世
界
が
変
わ
る
よ
う
で
し
た
。
今
ま
で
体
験

し
た
こ
と
の
な
い
極
寒
の
中
で
の
研
修
で
し

た
が
、
そ
の
寒
さ
を
感
じ
な
い
温
も
り
に
包

ま
れ
た
四
日
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。
支
え
て

下
さ
っ
た
全
て
の
人
に
感
謝
し
ま
す
。

ゲ
レ
ン
デ
の

ゲ
レ
ン
デ
の

ゲ
レ
ン
デ
の

ゲ
レ
ン
デ
の
景
色
流

景
色
流

景
色
流

景
色
流
れ
る
れ
る
れ
る
れ
る
下下下下
りりりり
坂坂坂坂

雪雪雪雪
もももも
笑
顔
笑
顔
笑
顔
笑
顔
もももも
白白白白
くくくく
輝輝輝輝
くくくく

二
年
七
組

下
川

雄
志
（
筑
後
中
出
身
）

第第第第１１１１学年寒稽古学年寒稽古学年寒稽古学年寒稽古 平成２６年１月２８日（火）～１月３１日（金）

第１学年の寒稽古において、男子は剣道、柔道、トレーニングに分かれ、
女子はランニング、筋力トレーニング等を行いました。最終日は寒稽古終了
後に保護者に豚汁をふるまっていただきました。前日から「朝食激励会」の
ために、１年生保護者の皆さんが準備してくださったあたたかい豚汁を生徒
たちは嬉しそうに受け取り、みんなでおいしくいただきました。

寒寒寒寒
いいいい
中
乗
中
乗
中
乗
中
乗
りりりり
気気気気
じ
ゃ
な
か
っ
た

じ
ゃ
な
か
っ
た

じ
ゃ
な
か
っ
た

じ
ゃ
な
か
っ
た
寒
稽
古

寒
稽
古

寒
稽
古

寒
稽
古

終終終終
わ
っ
て
み
れ
ば

わ
っ
て
み
れ
ば

わ
っ
て
み
れ
ば

わ
っ
て
み
れ
ば
少少少少
しししし
残
念
残
念
残
念
残
念

一
年
三
組

友
田

華
瑚
（
筑
後
北
中
出
身
）

「「「「
寒
稽
古

寒
稽
古

寒
稽
古

寒
稽
古
をををを
終終終終
え
て
え
て
え
て
え
て

」」」」

1

年
二
組

西
田

和
樹

（
広
川
中
出
身
）

四
日
間
の
充
実
し
た
寒
稽
古
が
終
わ
り

ま
し
た
。

正
直
に
言
う
と
寒
稽
古
が
始
ま
る
前
は

行
事
だ
か
ら
す
る
し
か
な
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
前
日
の
説
明
会
で
、

「
非
日
常
を
体
験
し
て
み
ろ
」
と
い
う
言

葉
を
受
け
て
甘
い
気
持
ち
が
無
く
な
り
ま

し
た
。
畑
江
先
生
の
言
葉
は
も
っ
と
も
だ

と
思
い
ま
し
た
し
、
な
に
よ
り
も
、
ど
う

せ
や
る
の
だ
っ
た
ら
前
向
き
に
受
け
止

め
、
一
生
懸
命
や
ろ
う
と
決
意
し
た
か
ら

で
す
。
や
は
り
気
持
ち
一
つ
で
人
は
変
わ

れ
る
よ
う
で
、
早
朝
に
起
き
、
暗
い
道
を

街
灯
だ
け
を
頼
り
に
し
て
登
校
す
る
と
い

う
こ
と
に
苦
痛
を
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

寒
い
中
、
声
が
枯
れ
る
ま
で
大
声
を
出
し

続
け
て
い
ま
し
た
。
「
非
日
常
」
は
予
想

外
の
驚
き
に
満
ち
、
楽
し
く
も
あ
り
ま
し

た
。今

回
の
寒
稽
古
は
両
親
の
助
け
や
友
達

と
の
協
力
、
先
生
方
の
支
え
が
あ
っ
て
こ

そ
成
功
し
た
も
の
で
あ
り
、
自
分
一
人
で

は
決
し
て
乗
り
越
え
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
感
謝
の
念
を
忘

れ
ず
、
ま
た
寒
稽
古
で
作
り
上
げ
た
強
い

精
神
と
身
体
を
維
持
し
、
こ
れ
か
ら
の
高

校
生
活
を
充
実
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

第第第第２２２２学年女子創作学年女子創作学年女子創作学年女子創作ダンスダンスダンスダンス発表会発表会発表会発表会 平成２６年２月６日（木）
サザンクス筑後で創作ダンス発表会が行われました。限られた時間の中でダ

ンスや衣装、照明などを考え、練習を行ってきました。時にはぶつかり合うこと
もあり、悩み苦しんだ分、どのクラスも素敵な作品ができあがりました。クラス
の絆もより一層深まったことと思います。

「「「「
二
十
二
人

二
十
二
人

二
十
二
人

二
十
二
人
で
・
・
・

で
・
・
・

で
・
・
・

で
・
・
・
」」」」

二
年
三
組

田
中

芹
奈

（
荒
木
中
出
身
）

こ
の
創
作
ダ
ン
ス
発
表
会
を
通
し
て
、
た
く
さ
ん

の
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
と
い

う
役
を
任
せ
て
も
ら
い
苦
労
も
し
ま
し
た
が
、
ク
ラ

ス
の
女
子
全
員
と
接
す
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
ま

た
、
練
習
を
重
ね
る
ご
と
に
ク
ラ
ス
全
員
の
気
持
ち

が
一
つ
に
な
っ
て
い
く
感
覚
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
最
初
か
ら
う
ま
く
い
っ
て
い
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
題
材
を
決
め
る
と
こ
ろ
か
ら
、
曲

決
め
や
衣
装
決
め
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
食
い

違
い
が
生
じ
ま
し
た
。
先
生
方
に
も
協
力
し
て
い
た

だ
き
、
た
く
さ
ん
話
し
合
い
を
し
て
よ
う
や
く
三
組

の
創
作
ダ
ン
ス
が
動
き
出
し
ま
し
た
。

そ
し
て
も
う
一
つ
、
三
組
を
さ
ら
に
団
結
さ
せ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
一
緒
に
練
習
を
が
ん

ば
っ
て
い
た
友
達
が
体
調
不
良
で
舞
台
に
立
て
な
く

な
っ
た
こ
と
で
す
。
皆
と
踊
り
た
い
と
言
っ
て
、
家

で
練
習
を
し
て
い
た
こ
と
を
聞
き
、
そ
の
友
達
の
分

ま
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
踊
ろ
う
と
決
め
ま
し
た
。

ま
た
、
発
表
会
で
は
一
緒
に
踊
る
こ
と
は
で
き
な
い

け
ど
、
学
校
に
こ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
二
十
二

人
全
員
で
踊
る
と
い
う
新
た
な
目
標
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
な
か
迎
え
た
ダ
ン
ス
発
表
会
本
番
は
、

一
人
一
人
が
全
力
を
つ
く
し
て
踊
り
き
り
ま
し
た
。

ダ
ン
ス
発
表
会
を
終
え
て
、
ク
ラ
ス
の
皆
へ
の
感
謝

と
や
り
き
っ
た
気
持
ち
で
溢
れ
て
い
ま
す
。
私
達
の

ダ
ン
ス
は
二
十
二
人
で
完
結
で
あ
り
、
全
員
で
踊
れ

る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

優勝優勝優勝優勝 ５５５５組組組組 「Ｔｈｅ Ｒｏｓｅｍａｒｙ」「Ｔｈｅ Ｒｏｓｅｍａｒｙ」「Ｔｈｅ Ｒｏｓｅｍａｒｙ」「Ｔｈｅ Ｒｏｓｅｍａｒｙ」

第３位 ４組 「変わらないもの」

リハーサル

実
行
委
員
長

第２位 ２組Ａ 「おどるのSUKISUKI」

舞
台
裏

３学期八女高伝統行事への果敢な挑戦！３学期八女高伝統行事への果敢な挑戦！

立志源泉録（りっしげんせんろく） シリーズ第６回

このコーナーでは１０回シリーズで八女高出身の偉人にスポットを当て、
お一人ずつ紹介しています。タイトルの立志源泉録とは、本校百周年記念
誌の表題よりとったものです。第６回目は詩人の川崎洋氏です。

川崎 洋氏（中学３６回卒）昭和５年 東京生まれ

か わ さ き ひろし

昭和１９年、東京から八女郡岡山村（現八女市）に疎開し、八女中
２年に編入。戦後久留米の国分に転居、松永伍一らに刺激を受けて文
学に目覚め、父の紹介で詩人丸山豊を知り、同人雑誌「母音」に参加。
西南学院専門学校英文科に入学したが、父急死のため中退。横須賀の
米軍キャンプなどに勤める。

昭和２８年、茨木のり子らと雑誌「櫂」を創刊、第二次戦後派と呼
ばれる新鋭詩人の拠点となる。日本語の美しさを表現することをライ
フ･ワークとし全国各地の方言採集に力を注いだ。また1982年からは読
売新聞紙上で「こどもの詩」の選者を務め、寄せられた詩にユーモラ
スであたたかな選評を加え人気を博した。放送脚本、童話、エッセイ
など著作多数。歌の作詞経験も豊富で、ＮＨＫ全国学校音楽コンクー
ルでは４回作詞を担当した(「風になりたい」など) 。平成16年御逝去。


